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湖
北
台
中
者
増
築

鉄
筋
4.龍
建
泣
教
室

3言;豊市議会定併合〉

アオイ J12，000株で
沼浄化実験

企長監禁事hる湖北台中学校

のチッソ・りンを暖毅一

ヂ
何
腕
倒
的
は
脳
細
汲
め
著
し
い
都
市
化
的

山
抑
制
制
を
受
け
て
汚
海
が
進
み
、
A
h
点附闘…

の
ぬ
い
お
と
な
っ
て
し
ま
い
蒸
し
台
。

毎
年
夏
に
な
る
と
、
大
銭
円
い
発
ゑ
す

る
ア
オ
コ
が
仰
判
山
肌
し
勝
機
ふ
が
け
絞
っ
た
り
も

チ
ァ
ソ
瀦
多
い
い
よ
叩
て
M
M
や
九
凡
な
ど
に

絃
慾
が
殺
と
て
い
ま
す
ロ

制附寸
N
M
、
こ
の
手
間
日
沼
町
浄
化
作
戦

的
…
っ
と
し
て
、
汚
濁
の
露
関
闘
で
あ
る

チ
y
ソ
や
リ
ン
を
一
政
校
し
、
し
か
も
、

核
秘
力
円
強
い
、

ρ
げ
さ
愉
格
的
…
時
間
「
爪

テ
イ
ア
オ
イ
」
…
万
一
…
千
株
を
去
る
七

R
‘
千
葉
市
め
花
氏
問
か
ら
遂
び
、
手

災
抽
出
公
開
削
例
制
滅
的
水
一
聞
に
以
来
し
ま
し

みん容で響
あなた

一市民意

間
哨
創
刊
滋
ふ
ー
ん
ハ
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
一
白
一

年

か

ら

二

十

玄

畏

ま

で

の

十

五

銭

関

の

会

時

間

で

間

開

催

さ

…
れ
、
行
政
綾
織
粂
期
間
の
一
部
改
正
や
調
湖
北
台
中
の
揃
咽
♂

…
築
工
事
な
ど
、
捕
縄
出
向
さ
れ
た
十
一
一
一
議
案
が
す
べ
て
綴

…

案

の

ど

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

可

決

き

れ

た

ゑ

な

一

一

議

案

は

次

の

ど

お

り

で

す

。

争
市
協
刊
時
眠
蛸
組
織
晶
抑
制
問
的
一
部
改
正
行
争
市
水
滋
療
機
的
紋
蹴
等
に
関
す
る
長

政
淡
榊
筋
肉
効
率
化
あ
お
る
た
め
、
組
織
倒
的
…
総
抽
出
総
「
水
道
新
」
を
「
本

協
問
機
的
改
善
を
い
日
う
も
の
で
す
。
(
〈
わ
滅
綴
い
と
名
数
変
更
す
る
も
的
で
す
。

[
〈
は
一
一
一
簡
を
ご
覧
く
だ
さ
い
二
争
工
事
碕
負
契
約
の
締
絡
に
つ
い
て

争
+
巾
務
員
定
数
車
倒
的
…
曲
即
後
絞
殺
抑
制
北
台
中
学
校
の
法
務
を
ぬ
M
V
フ
も
m
w
T

夜
行
政
均
充
実
と
救
総
体
制
間
内
線
蕊
を
す
。

g
的
と
し
て
も
数
柑
問
後
険
令
と
浴
時
間
職
争
エ
事
務
魚
線
約
の
締
他
府
に
つ
い
て

H
R
め
波
数
掛
哨
金
行
3
も
円
で
す
e

(

同
同
数
〉
術
党
仲
間
犠
弔
問
機
を
臨
時
設
守

争
指
絞
殺
捌
間
約
一
部
設
立
地
方
税
法
る
も
め
ぞ
す
勾

約

一

部

紘

一

北

い

い

浮

い

、

法

人

市

民

秘

的

滋

挙

後

援

委

員

長

に

は

関

心

に

つ

い

て

」

一

緒

策

へ

の

護

服

に

ウ

初
予
長
一
止
す
る
も
の
で
す
c

務

保

衡

劫

氏

い

て

」

な

ど

市

政

令

綬

に

わ

た

る

ニ

ヤ

争

市

使

用

料

条

例

の

…

努

滋

緩

ぬ

淡

本

会

議

最

許

宮

内

六

月

ス

十

十

九

日

、

一

公

認

変

項

目

に

お

謀

、

え

い

た

だ

く

ニ

情
勢
や
他
市
と
の
均
恥
闘
を
考
え
、

brH
悶

別

選

挙

管

理

委

員

内

俊

明

地

が

行

わ

内

、

次

と

に

な

っ

て

い

ま

す

時

二

れ

い

よ

り

句

科
の
適
正
化
を
煽
る
も
め
で
す
c

の

間

氏

が

指

名

緋

総

静

一

札

ま

し

た

。

地

K
M判
、
弱
含
山
内
郎
代
刑
判
的
饗
望
-

全
開
閉
園
緑
地
珊
総
保
険
制
余
刷
聞
の
一
怒
滋

O
新
樺
総
粉
体
仇
持
…
一
一
(
〉

i
二

一

一

意

識

を

ぽ

附

慨

し

て

ろ

今

後

約

市

誌

を

滋

平
成
料
開
後
絵
付
授
の
鴻
加
に
伴
い
、
印
刷
火
一
応
八
年
…

n
…
g
生

め

る

綴

削

引

に

し

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

附
川
崎
峨
総
保
険
的
財
栢
仰
を
確
保
し
、
事
銭
円
V

神
戸
凝
灰
綬
戸
新
田
一
一
…
問
中
市
悶
院
の
皆
さ
ん
に
、
市
政
に
対
す
る
然
資
は
、
郵
送
方
式
に
よ
り
八
バ
…

総
数
的
幾
全
化
を
市
出
る
た
め
保
険
制
刑
事
大
豆
八
年
間
同
月
十
一
一
一
日
悠
ゑ
滋
や
鴻
心
、
要
望
な
ど
を
お
問
問
詩
上
自
か
ら

t
五
日
ま
で
行
わ
れ
、
そ
め
淡

な
ど
の
改
正
を
月
一
甘
う
も
の
で
す
。
。
滋
田
尚
一
一
一
路
氏
続
本
…
九
化
合
…
て
.
事
政
的
基
市
町
約
な
資
料
と
す
る
た
築
計
、
分
析
室
付
い
、
ト
ス
H

月
悌
旬
以

争
市
都
市
計
盗
容
抽
調
会
議
制
例
措
一
総
数
大
正
十
五
年
九
日
丹
九
円
同
役
め
に
や
山
氏
窓
議
制
的
療
を
ぬ
日
…
い
ま
す
。
は
報
告
で
き
る
予
切
で
ナ
。

翠
都
市
計
画
行
政
的
機
縁
、
多
緑
化

O
石
井
常
太
郎
氏
側
附
…
…
γ
i
一
一
…
こ
の
繍
奈
は
、
術
的
動
公
つ
め
地
区
潟
宏
九
時
制
条
件
同
「
れ
は
み
よ
い
我
孫
チ
」

に
対
処
す
る
た
め
、
終
議
会
的
委
員
権
限
和
二
部
閥
均
ご
っ
日
ゑ
に
分
け
、
氏
問
民
総
本
泌
総
か
ら
無
作
為
を
つ
〈
る
た
め
の
た
切
な
資
料
に
な
っ

泌
を
変
緩
す
み
も
め
で
す
。
ま
た
、
じ
附
け
…
日
に
選
挙
管
理
委
員
い
戸
川
畑
お
し
た
閉
押
女
一
一
子
人
に
お
間
関
き
す
ま
す
の
純
潔
対
象
と
し
て
挽
出
き
札
た

ん料金問問
λ

手
、
き
…
貝
長
選
挙
長
行
っ
た
絞
る
も
め
で
、
寸
法
住
意
識
に
つ
い
て
い
方
は
、
時
い
息
切
工
惑
解
い
た
と
き
、
ご

削
減
、
滋
や
樟
日
前
理
委
員
長
に
は
新
線
料
開
始
「
持
食
生
活
に
つ
い
て
一
よ
校
管
文
化
に
協
力
く
だ
さ
る
よ
7
お
銭
い
い
た
し
ま

氏
が
噛
現
出
さ
れ
ま
L
P
1

つ
い
て
¥
福
松
に
つ
い
て
「
市
政
へ
め
ず
て

機
構
的

i弘
喝

瞳

臨

戸

覇

融

噂

蟻

蹴

鞠

改
革
に
と
も
本
い
i
a
e
醤
需
韓
親
稼
欝
謹

内M
人
模
災
仏
側
内
線
官
官
間
相
当
融
制
日
以
上
(
)
務
所
協
依
然
授
〉
鴇
田
関
税
先
wv
福

祉

部

郎

V
線
総
務
総
指
針
紛
謀
長
(
郎
市
郎

内

は

約

機

〉

似

品

札

機

絞

(

泌

祉

事

務

所

究

家

窓

際

線

都

市

計

協

議

長

V

蕗々
L
U

一口弘
V
絞
殺
れ

vム
ポ
減
努
ね
試
(
市
長
公
出
土
長
〉
伊
藤
総
銭
、
間
同
外
利
党
V
福
祉
部
怒
祇
哨
袋
線
波
誠
指
導
議
長
「

t
t小
創
出
没
築
淡
淡
〉

土
V
綴
後
部
長
「
恒
同
祉
事
務
所
民
間
〉
小
庶
民
(
福
祉
事
傍
所
厚
生
線
総
〉
判
明
抑
制
宇
工
藤
勲
V
法
投
都
道
路
線
鋭
~
市
校
公

台
民
一

V
経
済
問
吋
境
目
印
後
刊
紙
泌
総
生
子

v日
出
径
部
兎
背
中
家
隊
派
、
湾
料
〈
知
削
H

自
家
路
書
課
主
幹
」
関
城
滋
川
和
V
油
地
縁
部

部
長
一
滝
口
線
E
V

崎
地
泌
総
絞
ω

土
本
部
事
務
明
市
出
家
家
一
続
線
、
京
約
)
町
助
臨
刊
誌
、
J

下
水
道
線
佼
{
ぶ
本
部
ト
水
浴
課
長
〉

長
)
好
日
夕
a
V
A配
泌
総
A
K
幽
謀
長

A
V
経
消
漆
境
問
的
湘
開
γ
~
課
長
一
経
ん
同
出
同
日
刊
村
山
必
安
wv
開
制
市
神
山
兆
円
都
市
改
近
諜

{
市
長
公
緩
ん
以
料
開
淡
即
位
)
料
相
井
洋
v
h
r

一
縦
波
誠
ぷ
…
向
同
削
除
4
4
久
V
校
済
問
医
院
(
ふ
ふ
本
絡
し
ιι
小潮時以
M
J

化
出
向
V
本

制
凶
抑
即
時
泌
総
後
(
市
長
公
釜
山
怜
4
f

日
浦
両
日
良
一
段
政
諜
口
問
~
日
判
決
衛
生
押
印
問
問
伐
採
叫
闘
将
校
滋
弘
潮
時
課
長
(
総
務
部
付

7
T

N
問
符
明
V
総
務
部
諜
山
院
議
後
〈
十
市
民
中
村
皮
教
V
日
開
済
戸
町
総
統
州
市
瑚
松
川
内
片
吹
V
泌
山
間
本
館
次
長
〈
部
市
部
兆
け

行楽地でも空通マナ…を守ろう

ま
も
な
く
夏
休
み
で
す
。
海
や
山
に

出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
っ
ま
す
が
‘

然
光
で
は
湖
綬
惑
か
ら
交
添
付
、
ナ
!
が

悪
〈
な
り
が
ち
で
す
わ

交
議
事
訟
は
‘
交
紙
一
了
ナ
ま
品
開
一
庵

す
れ
ば
宅
事
特
門
小
ヲ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

ナ
。
今
体
小
ゆ
い
そ
、
脇
田
灯
油
明
方
で
交
晴
朗
事

仙
川
也
鰍
く
し
ま
し
ょ
~
九
七
行
一
千
…

お
か
ら
八
月
二

O
日
ま
で
、
一
底
的
交
捕

事
故
防
止
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
a

@
⑨
⑪
③
 

事故のな

楽しい
水

穆

⑬

支
は
、
水
に
よ
る
子
ど
も
mwu
ゆ
故
か

多
元
し
ま
す
。
水
は
、
織
さ
か
一
コ
ハ
〕
門

に
あ
れ
ば
‘
子
ど
も
が
お
ば
れ
る
可
抗
臨

時陀がし
e
分
あ
る
と
い
う
こ
と
て
す

叫
ろ
川
市
、
u

担
作
付
近
で
は
泣
は
な
い
、

鈴
釣
り
も
.
必
ず
お
と
な
が
同
行
T
る

と
い
う
二
と
を
一
中
本
め
約
来
い
い
し
ま
し

ょ
う
。
ま
h
f
)

、
危
叫
問
主
将
崎
小
、
本
政
び

を
L
て
い
る
ψ?
と
も
舎
は
か
け
た
ら
、

化
窓
)
?
?
ふ
い
て
や
り
ま
し
手
3
e

153 
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一
色
け
ん
の
⑨

上
手
な
鑓
い
万

し

回

以

浄

化

槽

対

襲

当

初

一

世

縦

一

級

一

符

空

間

一

叩

一

附

一

犯

協

議

会

令

設

費

川

一

日

一

口

付

一

日

一

立

川

一

日

日

付

一

円

引
一
日

2
2
1
一
議
一
円
滑
一
問
一
切
一
切
一
弘
一
錦

繍

明

在

、

市

町

河

川

や

抑

惜

の

汚

染

は

、

"

町

一

日

中

一

ur
一
怜
一
片
一
日
比
一
ト
一
州
町
一
日
常
…
w
y
一ト

円引一
m
M

一
幻
一
将
一
位
一
幻
一
尚
一
銭
…
お
…
総
一
位

高

で

も

撃

の

状

況

と

な

っ

て

い

ま

ふ

ん

}

バ

戸

↑

己

也

巨

い

ト

川

口

j

リ

斥

竹

寒

い

方

に

つ

い

て

?

い

れ

は

、

近

年

、

し

漆

浄

化

織

の

一

一

一

一

I
一

一

臨

二

磁

石

童

話

か

ら

書

け

ん

は

総

長

?

と

護

憲

滋

に

普

及

し

た

も

の

の

、

機

関

…

抑

制

一

純

一

附

一

畑

一

一

何

一

一

当

時

制

一

統

一

控

州

、

え

る

笠

叱

今

ま

で

の

護

方

法

で

い

て

・

5

持

僚

が

不

十

分

芝

め

、

案

内

機

能

桂

一

千

…

叫

和

五

五

五

鴻

土

土

制

一

摘

す

だ

う

ふ

と

義

に

患

っ

方

が

意

外

義

号

、

を

差

で

き

な

い

で

い

る

こ

と

も

、

大

一

ー

ー

ー

↑

L
ー
ー
:
;
い
し
出
1

「

行

坦

川

一

に

多

い

き

で

す

。

@

砕

を

入

れ

て

依

存

三
重
宝
げ
ら
れ
て
い
ま
す
e

三
耕
一
閣
一
三
耕
一

c
f笠
産

一

号

一

間

一

高

等

蕊

け

ん

お

好

ま

し

い

法

で

き

た

ら

、

撃

的

し

た

が

っ

て

、

こ

れ

ら

を

総

決

す

る

ヤ

一

時

富

一

設

一

ピ

一

隊

一

少

一

統

一

ピ

〓

一

菅

一

配

町

議

方

法

を

考

え

て

み

ま

し

た

お

食

酵

を

き

か

ず

尋

…

綜

た

め

に

、

し

尿

静

化

現

妻

、

警

に

間

一

二

一

一

哲

也

ム

ぃ

一

1
1一
晶

子

…

…

露

管

ん

の

使

用

警

議
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(3) 側、 7や 16

会関 総仁;
言語 t集

事詩 線

戸一般 務 E票

郵仁;事 き票

義主 思総務

亡:税 要悪

務 際

E建 書襲

常災毒事
傑年余録

E完全活襲撃

Lー奇襲康管ま霊漂

譲事 rJ. ;:: 

市政めま審会食画と総支妻、市災セン夕、仰の管王輩、広報、ま主計、市政見学;こj鳴すること

需老後・議綴、市民粉3点、市長へのミ判長宅E!治会lこ燃すること、司H受と主主役<7Jf忠童書

文書に隠すること、法令iニ関すること、 iお災計画、公告を式、校長寿表示(7)意義1露

事費}警の人家管理室、ぶ手話己主巻、綴織機章第iニ関すること

予害事lこ義毒すること、夏季統計闘のき経まをと財政状況の公表、 iぢ手ま財産♂〉勢湾塁、契約聖葬務

市長季語"!県民授に関すること、税務総統燃の発行、後E議・土主患の言湾査と総領

子持絞め収事奇数意塁、納税~jf明、約絞貯蓄総合lこ嫁すること

戸籍、多様註燃の作成交付、手持雲監受録、災受祝い最I1笈iこ関すること、住民情事設システム

滋民在室長美保険;こ関すること、忠良f事委主iこ隠すること

;暗号寄生活{こ関守る務総・苦f議の処理、交j議安全・ P1i~[l，!二関すること

母子{来線に潟ずること、{以後病・ 5主犬病・成人病・幸吉絞の予め

ター厚 生 書草 食活保護iニ関すること、援目撃、災訓t長会、民会長;相・資料官・際見透l'共同募金iこ持者すること

積 投 おい…落 後 線 老人綴校!こ泌すること、心身障手議考・君主謀議奉仕災・障害者t総係団{本iこ隠すること

5員総務号

重量覇軍属連銀

γ…蕊 エ 善悪

児童.i菜育などの手当、 t母子家庭iご関するJこと、児愛媛湿地・君主び携について、 f来予す閣に義母すること

機工業の際興、'*'1)、食量産への機資、差是主主i二関すること

γ…書量 級 標

章至 2書記曜壌毒事卜一環境保会怒

γ…ータワ…ンセン歩叫

し…終家主主ま壁-t!ンター

「一郵務齢磁線

建設
総→築指導線

トー滋 務 課

事事 務 総

水道 j潟

消防本部

ぃー下本道線

画書襲ま霊 E華

民事事務改造量銀

災害宮市君主道義襲撃

」符開発対策室

会 骨? E悪

営管 E里塁悪

衛星主主霊媒

紡 著書

務 線

露骨 書案

農業水産業の綴然、差益作物病E長，議議選え被苦手に隠すること

環境保会計図lこ総ずること、手資泌さどどの潟)11<7JfJ長会、 E計十広?念物の耳元総・指導、公害対銃

撃議事転物処空室・資源主立以1::関すること

し燦.i寺泥の収畿と処理主、終末処潔センターの管王塾、地域下水処理坊の維持管理意

者芸術計部議室絡めffU刻、公言立総t患の霊童{縁、土地幸IJJll;rr爾i、その他者日市計療に関すること
開発行為‘総rr~ToJ断言青に喜毒すること、公営俊司5 ・市有主義築物<7J建設・管望室、主義築後波、事議うえ:1t

遂喜義務{績に言書すること、事喜市計幽i議委書・市j畿の事業総TOJと建設、 1お書長女?の維持管潔

公共下水i箆・排水践の重量f稿、水洗{むの緩及、}資主義下水道をに関すること

二主総Eま爾主主王重要事業について権利壊まとめ送義務調笠、 n泌・設計・工事lこ隠すること
殺孫子堅実浴口都子お改造者整基盤!こ関すること、改造事業iこ{辛う土地の言李総と機事j努務・物件のI最後

我孫子草R~to 綴市立文i註卒業iこ持者すること、改i変義務委主に{半うこtt也め詩平織と縁寺1)潟繋守物件の補1飯

干専問喜造家主主の詩十隣]策定と挙務協喜義

会菱重出納、物品出納

指定工;察rnに関すること、水道料金に!隠すること、水道メ…ターの指針と{菱F哲夫主震の，~主義者

潟水管鴨綴訟の維持管理、総議工事iこ関すること、 I給水毒事主主の処理主

消火、 災害救主主、 j主主言、j透護主

j寄防事務iこ衡すること、火災・数念、持のi霊祭iニ潟すること

火災の予防lこ隠すること、 1邸主悶に喜善すること、長主子生物の合先制、水日方、雑緩め除去

機会毒事務局 一一一 一… 会議録その他議害総裂の認霊長、議会i二関する望室料収集、意義型軽の絢警まと審去を

E装置E黍員事務局←……一一一…一一一 室主主昼、検査、後査、議後iこ関すること

議挙管霊祭鎌憲一 一 齢人名伽鰹 J瓶一区の純など騨に燃すること

警句良重… 一一一 農地の納税制約こ関することj 慨ち;こ関すること

円…総 務 際 さず守:~などま主湾施設の綴織に関すること、教育;こ関する災後ー統計

学校教育怒 通学区後の設ま去、児童生後(7)統是非・転学・退学に真喜すること、学校め総長室・係長選・給食・学校自主に滅すること

敏?著書審員会 γ 指 導 宣 教育方針の3主主義量生後、学校教青の議議後助、李主総員。〉絞修、特殊数育め綴1察署童書官雪

務 務 局し一一社会教育普華 社会事室育めを悲ぞ予言十重苦策定、公民鈴、凶害総妻、市民会主主、文化財保炎、青少年教育、成人教育

体 育 課 社会f本符 'Vグリエ-;rョンに関すること、体育協認定iこ関すること

L 市災鐙さん支 所史の婚さん
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号

くプレハブ〉

く2踏〉

く1階〉

滋滋議i

~1韓合

入o

く地下〉

o甥北台支所)

(つくし野支部}

一一一一~ L一一一一

議事 r.;. i: ] 内的l j() (4) 

く 階〉

萱 j ノ璽 政 トーぺ ; 軍駐 長ぷi 運静

会L 14除 i

階〉

瞳↓全言判喜|市民生時

(水道局・教育委員会)

3F水道局fi'84-0111 
4F教育委員会fi'85-1151 

ゃ君主義子

総務諜・学校教育課・指導室・体育課

lPガソリン対ンド
室市役所
市民会鍍

戸時会社会開問5411)
市史編dん室fi'85司2481は、|
市民会館内です。 I

仁ヰヰょ 1t宮、みi

a穏甑儀e 

私醐轍

課税課

内
(布依支所)

u湖北支所)
連立湖北中 N 
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23臼苦でのF躍進撃8霊童Eヨ、後51QJ

IJ将三学生16:金子降雪白隠から?号絡まで、

…設は午紛守主絡がらIE'f左京で
砂場所 常参事主主主公襲撃コート 小

中学生ω名、←絞50をき 象滋北総
cþ~軽公費躍コート 小中学生4絞号、

一定量30名

惨事襲加資格 F宮内在住、夜聖書ぬ人

絞ります。(小学生は5lj:生以上)
砂申し込みア月19日(8)i"r会

場で午前守後寺より主主毒襲警護

~拳1JIJ賢一後2鴎下号、小中学生長

1翻角
砂宝章華 清華究支震基l1:i譲草壁

砂後記監 君主主事著書整機重量

I>n書い合ぜ中村IE三〈実警守一旬
告忽-3052)

(悲喜重諮予免除護劃lctJ学卒 濃度言霊祭:滋験j
b受設資格昭和57年 3F.1318<ま
でに渡裕綴iぷr:1こなる人守、 Z更の

①ガそ3緩めいすれかに議室当する入。

⑦E毘校、 遺産務事実聖書議語学後への獄学

を軍事3匹、しくは免除夜雪量げている
人、 主主主三1<主主i高官必要告げている人。

毒事防毒事常小学校;;;A三i豆応援主語学校

〈め言語学の総予tt免罪事夜空襲け友人。 験空襲験準号室)*Cコポット3務主義本本

選警義務事費鈴喜語学校を卒幾℃さきなか 卒者1JIJ支専門技術*憲章気玄毒薬二仁後駿

てコe人で、学綴ぎをして総予ま疋 講義罪事〈実技) *トレ ス(察主主3

0絞際婦人コ…ス@よ免除後霊童1:t1.まのと湾建警の獲首ヨで 場ささげ〈望室絞〉

惨旬草寺 71'ヲ21、24、28.刻、 31 <11iつZまな文部大E吾ガ語審占む主主人。 惨商い宮古t主 雲E立公主主義建築劉縁関車

問のキ語U9a寺ttら11普号室長で 砂華覇軍量豊悪徳 5群正8F.111白から令 室主 CT9さ波書E需発令ンター骨係
者惨事事費量人員 I管内家庭録人めをき 月108僚で 34 (22) 2224 

く総書喜多量互の尊革命は抽選〉 易総験自 民年111'寺68 園田園姥腫男鹿爾瀦語源窓湿堅田盟盟

問 ftrF3、畑、 認可す4r湾庁指轍控 i怨85-1313I 
81'寺38の守詩D9碕から11善寺さまで 細

b轍入総 f聞の線引人づっーー艦滋長老舗鞠~ll~望号酒鹿川町一一
で20組問ごちはヰ機!飽から6商議;総乗りクブクブの曾険 祭4@サロンコンザート;
1見吉長寸。!i[l喜喜多量互の幾重量は主車線どくとる?ンポウ}~t社夫の 夏のt.'とときを"'1可後コンサ…;
時際関コ川町総桝〈銀;傑作ミュージカんf先生や校以縫 トでさわやカ'1こ… ; 

様料その怨〉 ゐわれるがままに約銭、械をして 州淡湯1峨稔{フルート}、労j
b申し込みパ主の褒にiH町、 いたタロ 君が、 ;:m主を通して岳 志戸終結t(ギターに井靖爽理費(ヴ:

氏務、裏む氏お様子の災初年[分的意ι志を発箆する姿を議革ます。 アイ分'Jン}省終鴎紀(ヴィオラ): 
護語、希望をまるこコ スを際緩い 7 ;ネ H~i寅 自主総 俳沼喜善 7月26日 伊E事態n子{チェロ〉、初久楽々務j
Fヨ188午際急務から9i1者30分まで (8)午後3時開i寅 惨入善悪事ヰ (1.::アノ

位、市民ブ!lへ本人持参して;開閉{食料席} 刊日拾遂 吋紹トソアルト .7Jvート:

くだぜちし¥" ! Iこよリノ…トをプレぜントします。 際重奏嘩iト長線、サラサ…テ ア!
b罪悪い重量せ尿器林署著書望官85- イタリヨコ少年少女合穣話器 ンダルンアめロマンス、ポザ・子!

竹51 声楽的mイタリアから、小さな 守寺文と"レナ-7"
柑別世同品開机、 j音楽慨が初来fl/ 時務 8月間{日)午後同i

i 本側日 アヴェ・サリア、ザンタ 隣淡 j 
・}vチア、 fものまわリで弘、ほか。 砂入自習料 ー絞10001号 ifIi伎役以:

診をヨ鰐 8 Fl1SI1 (士}午後3時 下700f')(全闘機席)

i 1明i高 砂入車襲撃ヰ一般問。。内 高 炉罪事い会t主婦 : 

:校生以下10州{綿織駒 市民会舘惣終-331L

: ⑤入望聖書撃のお求め1<1:告書 *'l'滋議お〈設孫宗総評持ひ〉 本ひらtJ星雲

; 活〈我孫子!R~三iコ) *筒井議正吾〈予三三台荻毒自*石Iil苦手決議室ぐ議i乙奴;
!南口〉窓十一塁霊毅お〈砲を駅高司) *ブッワススズキ〈つくし苦手〉本CT
:制糊*問繍時制納売Jd"U3tJ'0" 

(6) 

4， 
b若島高野 虎のド初、 Jシ、:オリンピ

ックさと議事害少年総合セJノチジ

検テーマ ?を吾、怨E求、 J降車、こ

のすばらしいもの

b参加重曹 一般6COOF号、密主主学設
300区弓

惨~襲撃 輩予付主主主主導設置署センタ…

争後綴 文部管、毒事導要事署重量喜章一然、

主主滋都道府重要事担予警察員会主霊会話室長室

炉陸軍~\会t空 事事本~'.t涯教関tョンタ

fi03…320-1861 

(恒三三度立亙Q家主養護軍〕
者三inで1説、 8月?問、 2BGち鶴
田、令室綴)0)r泊まつりJ 尤「実盟遣さ

れまです。この芝め‘荘3悪更をEドjむd二
し応援襲誌が大幅iニヨさ遺書草訟をれる

さ罪史窓<::CTc

1>1'警句 71'ヨ26B(日〉総主主仁民主

1>主義合形役渋午前Q住者

惨持物幾重量

一一τ習志l.¥宮支霊義一
験湯浅薄寄与dん〈主主主草子〉から、
種主IのえさめCと6J5P1の寄付がお

り捜しえさ。

ル望選立台のソフトボールチームい

るか一ずの皆様んから、

…ズホ ムひミまわり匡塁i之7506伺の

害警ほガあり欲しだ。

象台三持流僚会議から、潜入者室主t

1:?ンタ !と11三月の望新'¥lガあり詰ま
しだ。

炉カスミスト戸一語講~t台怨軽量

怒号立のためC2二刊行Rの皇室f甘えア芸き

り診しだ。

砂十枚密軽量ガぞう、話室主1I:の絞めにと

器3，311円の害容{せがあり設し主主。

惨事苦王室モF滋防署署さっき重量殺なら、

議祉のためごと8二子月0)妨げガあ

りましだ。

炉等沢太良さん(著書沿)1.主ら、

議後のだめ!こと3筋肉の寄付とご震震
時みの望書院蓄えra事るつきまし定。

急建普賢を道義?黒竜ずるのな{誌主主〈、

警護畿の1)17イヅjしー E高l践の後手重苓

のテ マ在宅込者義喜ちだ r設立綴1こ根ざ

レた湾機葬還要最E霊動.1C産主り絡んで

いきだいたさ整えている妥当ですc

'fRの改革ラり、事語1[l]Elの円相会後

存著録すること1;::1，芸り滋し芝。さ長護憲

苦言、主導要費者、工ニコ仁]ジ 逐霊会!と線

級O)ill)る入、礎的援などの著書綴零

お待ちしていさます。

砂泊施 71'者"とヨ(8)

30分から31i寄30分
砂場孫子監E話会鑓会議綴

~内聖書 r主主主主ミ子王寺義務将司ま警える

会J 主協議弛瞬 発主義人代表喜善終;路

子、 r事著書聖書霊菜毛主的めて ま手J

帯主主検察量産者 2駐車震を岩代表ミE括和寝
穏

事砂量翠車謹先 草薙E日惜83-100ヰ 察署沢

昔話4-7お4

恒関西都:友三コ
市外庫署綴紛れガ1Eヨち6?1QJもお
ります。主主主義子市ガら約市、 5在註j

市、空手を詰F吾、震主主母、沼南町へ機

話をかけるときは、 Fむ外主主望書 (04

71)後五五れずl己ダイヤルしてくだ

をきい。

。じようす英軍事童話のか17お

本かける前!と議議議話番号夜寝室かめて

啄潟件f主総もって蓮華裂して

本ダイヤjし{主主諸君L仁め訟で伝f，主!こ

*途中で紛れたらおけ左:15からガ

17重量す

1>践し、合せ 我照子書室事豆電言言語著書霊

祭芸事官84-29日1(熊料〉

怒ら58麹、粉浜二ユータウン後

F翌日i第12意書提言〈翼5聖書筆護費只間住宅

4∞戸〉のうち、 222 を住宇j主主

総公霊童数終{古 0370]当時〉でー絞

分譲いとします。

炉開い合t重 要翼線F路公社業務署自分

譲線、官04i2(27)ぷ31

持

被入襲撃無料、主主3事、入場者謀総宅する

こなもありさ壁マ。〈滋!尼所毛筆潟慾〕

2fだ、当B絞殺孫子駅、 B事'.t軒

織のご偲言震はより、さ宣投j下玉幸運ヨ泊

0)/'1'0芸考思議t訴するさ再寂℃ですa

惨共告基 m¥m主主要著書整総会、市役
会福祉協滋会、軽量千止の鎚づくりな

王室める織の会

1>罪悪い合せ 磁剖t線、福手lI:O)翁ブ
くりな進めるお淡の会宮87…0513

{惨 rふみのEヨJ

F害警の李総fふるさとへの鐙りJ

奇書室いていだ定<，ふみの日J を

読書室して、 7月22・2380)函日、

グイヱ…室主主某子駿2詩語て~iV手詰護老を

厚著書華レ芝ます。当悶l品、記念小数EO

も押印しますのでげひど利用くだ

設し¥"

重量立ミ重苦っき義務を発売してい霊堂す

広告つぢ滋襲撃を7F.17Eヨから発
売してい訟をすa この繁襲撃は、通常

言葉書よりお阿波く訪問で発売され

ていどま努めて7ぜひご釈j悶ください。

砂問いをきな 我孫子豪語僚長警 官82

-4251 
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が豪華5BE語道警角・木理重郎、午後
7将から8終3合号表2さはge時ぎで
券瀦所 持さ手はいささむ後長霊会事務

長持〈縁守 11-14) 
砂費総 葬華料

砂重量後者曹 ;毒営発機て二E量

炉室霊絡先 中村1諜緩爽〈君事Atをきち

一ね…4 惜88~3552)


